
 

 ●菱野団地 新小学校の施設概要 *令和８年春開校               瀬戸市 教育部（令和６年８月） 

 

 

 

児童数 クラス数 児童数 クラス数 児童数 クラス数 児童数 クラス数

小 学 校 1 年 生
31

（15）
1 9 1 15 1

55
（15）

2

小 学 校 2 年 生
52

（32）
2 14 1 18 1

84
（32）

3

小 学 校 3 年 生
39

（15）
2 9 1 20 1

68
（15）

2

小 学 校 4 年 生
40

（13）
2 15 1 35 1

90
（13）

3

小 学 校 5 年 生
41

（10）
2 10 1 21 1

72
（10）

3

小 学 校 6 年 生
31
（4）

1 14 1 30 1
75
（4）

3

合計 （ 通 常 学 級 の み ）
234
（89）

10 71 6 139 6
444
（89）
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令和８（2026）年度

※（　）は東赤重町1・2丁目、白山町１・2丁目、緑町１・2丁目の児童数（内数）

原山小学校 萩山小学校 八幡小学校 ３校合計

【“瀬戸の素材を感じられる学び舎”を目指します】 
○ 校舎の妻壁には、やきもののまちである瀬戸市の”土”をイメージし、印象のある土壁を採用します。 

○ アプローチの際の印象となる昇降口の袖壁には、市の原料で、瀬戸市で製造されるタイルを使用します。 

※外部に用いる材料は、耐久性・耐候性に優れた安全性の高いものを選定することで長寿命化に配慮します。 

■校舎のイメージ 

■校地のイメージ 

  

  

*木を用いた建具や家具を設置した温かみのある教室となります。 

*授業の内容などにより、建具を開放することで、廊下まで広く活用できます。 

■「教室」のイメージ ■「教室」のイメージ 

■「昇降口」のイメージ ■「多目的ルーム」のイメージ 

*温かみのある空間で子どもたちを出迎えます。 

*ベンチを配置し、待合コーナーを確保します。 

*他学年・他クラスが交流できる空間となります。 

【新しい時代の学びを実現するための学校施設】 

 

限られた既設スペースを効果的かつ効率的に活用しながら、適切な教室数の確保はもちろんのこと、文科省が

示す「新しい時代の学びを実現するための学校施設」を目指し、多目的ルームやメディアルームなどを整備しま

す。また、給食につきましては、センター校方式を採用し、引き続き、安心・安全でおいしい学校給食を提供して

いきます。 

■「メディアルーム」のイメージ 

*間接照明や木を取り入れた落ち着いた 

読書空間となります。 

【令和８年度（開校時）の児童数の見込み】 

子ども一人ひとりの多様な幸せ（Well-being）を中心に、 

誰一人取り残されない、多様な学び合いの創造 

～地域とともに歩む“未来志向”の学び舎～ 
 

【菱野団地の学校再編に関する情報は、瀬戸市HPで随時、更新しています】 
学校再編に関するお問い合わせ：瀬戸市役所 教育部 教育政策課  

TEL:0561-88-2750  

E-Mail：kyoikuseisaku@city.seto.lg.jp 

 

 

 

 

【主な整備内容（予定）】 
① 校舎の長寿命化改良工事の実施（エレベーター設置） 

    ※R８.4～供用開始 

② 体育館の新設（空調設備・地域防災拠点・地域開放） 

    ※R9.１０～供用開始（R8年度整備） 

③ 複合遊具の設置 

※R9.4～供用開始（R8年度整備） 

④ 外構整備（駐車場：約 120台・東側車両出入口） 

※R9.4～供用開始（R8年度整備） 

⑤ プール槽の改修工事などの実施 

※光陵中学校プールではなく、校地内の既設プールを活用 
※R8.5～供用開始 

⑥ 体育館周辺の車両出入口の整備 

   ※R9.１０～供用開始（R8・9年度整備） 
⑦ 北側登校用出入口の整備（新規） 

※整備内容やスケジュールは現時点での予定であるため、予算の状況などにより 

変更する可能性があります。 


